
地域連携の取り組み具体例（予定及び検討中のものを含む） 

 

１．産学連携の取り組み 

１）中小企業技術相談ホームドクター制度専用窓口設置 

  大阪府立大学・大阪市立大学が新たに創設する中小企業技術相談：ホームドクター

制度の第１号事例として、大阪府中小企業家同友会会員を対象とした技術相談のため

の専用窓口を設置する。 

 

 ２）共同研究の実施による大学研究成果の還元 

   大阪府中小企業家同友会会員との共同研究の実施を行うことにより、両大学の研究

シーズを利用した中小企業の活性化を図る。 

 

 ３）大学研究シーズの紹介 

   大阪府中小企業家同友会の経営者研究会において、両大学の研究シーズを紹介する

ことにより、中小企業経営者の研究投資意欲の向上を促す。 

  

２．大阪府中小企業家同友会の研修会への講師派遣 

大阪府中小企業家同友会で行う新人合同研修会、経営者研修会、研究会等へ研究者な

どを講師として派遣する。 

 

 

【中小企業技術相談：ホームドクター制度】 

文部科学省産学官連携戦略展開事業の採択を受け平成２０年度に設置した「府大・市大

産学官連携共同オフィス」が主体となり、地域密着の大阪府立大学と大阪市立大学が、地

域中小企業の活性化を図るために設けた制度。 

大阪府全域、および兵庫県播磨工業地帯から和歌山県臨海工業地帯に至る大阪湾広域ベ

イエリアに立地する企業を対象とし、これらの圏域の中小企業が、両大学に対して、あた

かもホームドクター（かかりつけ病院）を訪れるかのように気軽に相談できるシステム。  

関西地域の中小企業が抱えている技術に関する諸問題について、両大学の理工系教員＜

専門研究者＞を中心として課題解決していくもので、地域の種々の経済団体等との連携協

定のもとに推進する。 

 Web による技術相談にコーディネータが優先的に対応し、内容に応じた最適な教員を紹

介して課題の解決にあたるとともに、両大学では対応できない技術内容の場合は、他の公

的研究機関等を紹介するなど中小企業を総合的にサポートする。 


